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2017年 9月 

株式会社あそしあ少額短期保険 

 

「2017 ディスクロージャー誌 あそしあ少額短期保険の現状」について 

 

「2017ディスクロージャー誌 あそしあ少額短期保険の現状」について、下記のとおり追記いたします。 

 

記 

 

経営について、再保険に関する項として網掛け部分を追記する。（６ページ） 

 

■リスク管理態勢 

リスク管理に関する一元的な体制確立ならびにリスク管理の徹底を期するため、リスク管理委員

会を設置し、リスク管理の基本方針および基本計画の策定、各リスク管理状況の評価などのリ

スク管理態勢の整備、事業運営に重大な影響を及ぼすリスクが発生した場合の緊急対応の検

討等を行なっています。 

重大な事項に関しては取締役会に付議・報告されております。 

 

■再保険 

再保険についての基本的な考え方 

少額短期保険事業の事業特性を踏まえ、お引き受けするリスクを分散・均一化または転嫁する

ことの重要性を認識し、当社の保険責任の一定割合を再保険契約として出再することで、保有

するリスクをコントロールし、経営の安定化を図っています。同再保険では、主要な集積リスクであ

る地震や台風による損害についても、当社の保険責任を十分にカバーできる上限金額を設定し

ています。 

再保険会社の選定について 

再保険会社の選定については、原則として格付会社の格付けでＡ－（シングルＡマイナス）以

上の格付けを取得・維持していることを適格要件とし、信用力を確認いたします。再保険契約の

内容は以下の基本方針によります。 

① 再保険契約については、引受けているリスクの規模や集中度を検証し、的確かつ妥当な

契約内容及び出再額を決定します。 

② 再保険契約締結により経営の健全性を損なう事態を招致しないよう、再保険会社の選

定については、再保険規程に基づき与信管理をいたします。 

再保険取引会社（2017年 3月 31日現在） 

当社は下記保険会社と、リスク分散のために再保険契約を締結しています。 
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① 現代海上火災保険株式会社 日本支社 

② バリダス・リー 

 

■内部監査態勢 

当社では、内部監査を「会社の組織、制度および業務全般について、独立かつ客観的な立

場から適切性および有効性を検証、評価および助言することにより、会社業務の適正かつ健

全な運営確保に資する」と定義して、当社のすべての業務および組織等を対象に内部監査を

実施しております。また、内部監査結果については、取締役会等に報告しております。 

 

 

 

以上 

 

 


